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医
療
保
険
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
制
度
を
構

築
し
、
将
来
に
わ
た
り
国
民
皆
保
険
を
堅
持
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
以
下
の
骨
子
に
基
づ
き
、
各
年
度
に
お
い
て
必
要
な

予
算
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
本
年
の
通
常
国
会
に
所
要
の

法
案
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

１
．
国
民
健
康
保
険
の
安
定
化

○　

国
保
へ
の
財
政
支
援
の
拡
充
等
に
よ
り
、
財
政
基
盤
を
強

化
す
る
。
具
体
的
に
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
保
険
者
支
援
制
度

の
拡
充
（
約
１
７
０
０
億
円
）
を
実
施
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、

更
な
る
公
費
の
投
入
を
平
成
27
年
度
（
約
２
０
０
億
円
）
か
ら

行
い
、
平
成
29
年
度
に
は
、
高
齢
者
医
療
に
お
け
る
後
期
高
齢

者
支
援
金
の
全
面
総
報
酬
割
の
実
施
に
伴
い
生
じ
る
国
費
を
優

先
的
に
活
用
し
、
約
１
７
０
０
億
円
を
投
入
す
る
。

　

公
費
追
加
の
投
入
方
法
と
し
て
、
国
の
国
保
財
政
に
対
す
る

責
任
を
高
め
る
観
点
か
ら
の
財
政
調
整
機
能
の
強
化
、
自
治
体

の
責
め
に
よ
ら
な
い
要
因
に
よ
る
医
療
費
増
・
負
担
へ
の
対
応
、

医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た
取
組
等
に
対
す
る
支
援
、
財
政
安

定
化
基
金
に
よ
る
財
政
リ
ス
ク
の
分
散
・
軽
減
等
を
実
施
す
る
。

○　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
運
営

の
確
保
等
の
国
保
運
営
に
つ
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と

と
し
、
制
度
の
安
定
化
を
図
る
。

　

具
体
的
に
は
、
都
道
府
県
は
県
内
の
統
一
的
な
国
保
の
運
営

方
針
を
定
め
、
市
町
村
ご
と
の
分
賦
金
決
定
及
び
標
準
保
険
料

率
等
の
設
定
、
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
の
支
払
い
、
市
町
村

の
事
務
の
効
率
化
・
広
域
化
等
の
促
進
を
実
施
す
る
。
市
町
村

は
、
地
域
住
民
と
直
接
顔
の
見
え
る
関
係
の
中
、
保
険
料
の
徴

収
、
資
格
管
理
・
保
険
給
付
の
決
定
、
保
健
事
業
な
ど
、
地
域

に
お
け
る
き
め
細
か
い
事
業
を
引
き
続
き
担
う
。
引
き
続
き
、

地
方
と
の
協
議
を
進
め
る
。

○　

財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
が
医
療
費
の
見
込

み
を
立
て
、
市
町
村
ご
と
の
分
賦
金
の
額
を
決
定
す
る
こ
と
と

し
、
市
町
村
ご
と
の
分
賦
金
の
額
は
、
市
町
村
ご
と
の
医
療
費

水
準
及
び
所
得
水
準
を
反
映
す
る
。
国
の
普
通
調
整
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
間
の
所
得
水
準
を
調
整
す
る
役
割
を
担

う
よ
う
適
切
に
見
直
す
。
保
険
給
付
に
要
し
た
費
用
は
都
道
府

県
が
市
町
村
に
対
し
て
確
実
に
支
払
う
。

２
．
高
齢
者
医
療
に
お
け
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
全
面
総
報

　

酬
割
の
導
入

○　

被
用
者
保
険
者
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
に
つ
い
て
、
よ
り

負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
と
し
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、総
報
酬
割
部
分
（
現
行
制
度
で
は
３
分
の
１
）

を
平
成
27
年
度
に
２
分
の
１
、
平
成
28
年
度
に
３
分
の
２
に
引

き
上
げ
、
平
成
29
年
度
か
ら
全
面
総
報
酬
割
を
実
施
す
る
。

○　

被
用
者
保
険
の
負
担
が
増
加
す
る
中
で
、
拠
出
金
負
担
の

重
い
被
用
者
保
険
者
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
。（
平
成
27
年
度

は
約
１
１
０
億
円
。
全
面
総
報
酬
割
が
実
施
さ
れ
る
平
成
29
年

度
に
は
約
７
０
０
億
円
の
見
込
み
。
こ
れ
に
加
え
、
既
存
の
高

齢
者
医
療
運
営
円
滑
化
等
補
助
金
が
後
期
高
齢
者
支
援
金
部
分

の
縮
減
に
対
応
し
て
、
平
成
27
年
度
は
約
２
０
０
億
円
。
平
成

29
年
度
は
約
１
２
０
億
円
の
見
込
み
。）

３
．
協
会
け
ん
ぽ
の
国
庫
補
助
率
の
安
定
化
と
財
政
特
例
措
置

○　

国
庫
補
助
率
の
特
例
措
置
が
平
成
26
年
度
末
で
期
限
切
れ

と
な
る
協
会
け
ん
ぽ
に
つ
い
て
、
国
庫
補
助
率
を
当
分
の
間

16
・
４
％
と
定
め
、
そ
の
安
定
化
を
図
る
。
た
だ
し
、
現
下
の

経
済
情
勢
、
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
、
準
備
金
残
高
が
法
定
準

備
金
を
超
え
て
積
み
上
が
っ
て
い
く
場
合
に
、
新
た
な
超
過
分

の
国
庫
補
助
相
当
額
を
翌
年
度
減
額
す
る
特
例
措
置
を
講
じ
る
。

４
．
医
療
費
適
正
化
計
画
の
見
直
し

○　

都
道
府
県
が
、
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
た
め
に
策
定
さ
れ
る
地
域
医
療
構

想
と
整
合
的
な
目
標
（
医
療
費
の
水
準
、
医
療
の
効
率
的
な
提

供
の
推
進
）
を
計
画
の
中
に
設
定
し
、
国
に
お
い
て
こ
の
設
定

に
必
要
な
指
標
等
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

○　

上
記
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
て
現
行
の
指
標
（
特
定
健
診
・
保

健
指
導
実
施
率
、
平
均
在
院
日
数
等
）
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合
等
を
追
加
す
る
。

○　

計
画
に
つ
い
て
、
毎
年
度
の
進
捗
状
況
管
理
、
計
画
期
間

終
了
前
の
暫
定
評
価
等
を
行
い
、
目
標
が
実
績
と
乖
離
し
た
場

合
は
、
都
道
府
県
は
そ
の
要
因
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要

な
対
策
を
検
討
し
、
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

○　

都
道
府
県
は
地
域
医
療
構
想
の
策
定
後
、
同
構
想
と
整
合

性
が
図
ら
れ
る
よ
う
医
療
費
適
正
化
計
画
を
見
直
す
こ
と
と

し
、第
３
期
計
画（
平
成
30
～
35
年
度
）を
前
倒
し
て
実
施
す
る
。

５
．
個
人
や
保
険
者
に
よ
る
予
防･

健
康
づ
く
り
の
促
進

○　

個
人
の
予
防･

健
康
づ
く
り
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
強
化

す
る
た
め
、
加
入
者
の
予
防
・
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
に

応
じ
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
や
保
険
料
へ
の
支
援
等

＜
資
料＞

医
療
保
険
制
度
改
革
骨
子　

二
〇
一
五
年
一
月
一
三
日  

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
本
部
決
定
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に
つ
い
て
、
国
が
策
定
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
保
険
者

が
保
健
事
業
の
中
で
実
施
で
き
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
。
ま

た
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
（
保
険
者
が
レ
セ
プ
ト
・
健
診
等
の
デ
ー

タ
分
析
に
基
づ
き
加
入
者
の
健
康
状
態
等
に
応
じ
て
行
う
保
健

事
業
）
を
推
進
す
る
。

○　

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
加
算
・
減
算
制
度
に
つ
い
て
、
予

防
・
健
康
づ
く
り
等
に
取
り
組
む
保
険
者
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
よ
り
重
視
す
る
た
め
、
多
く
の
保
険
者
に
広
く
薄
く

加
算
し
、
指
標
の
達
成
状
況
に
応
じ
て
段
階
的
に
減
算
す
る
仕

組
み
へ
と
見
直
し
、平
成
30
年
度
か
ら
開
始
す
る
。
特
定
健
診
・

保
健
指
導
実
施
率
の
み
に
よ
る
評
価
を
見
直
し
、
後
発
医
薬
品

の
使
用
割
合
等
を
追
加
し
、
複
数
の
指
標
に
よ
り
総
合
的
に
評

価
す
る
仕
組
み
と
す
る
。

○　

平
成
28
年
度
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い

て
、
栄
養
指
導
等
の
高
齢
者
の
特
性
に
応
じ
た
保
健
事
業
を
実

施
す
る
。

６
．
負
担
の
公
平
化
等

　

①　

入
院
時
食
事
療
養
費
等
の
見
直
し

○　

入
院
時
の
食
事
代
（
現
行
：
１
食
２
６
０
円
）
に
つ
い
て
、

入
院
と
在
宅
療
養
の
負
担
の
公
平
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
食
材

費
相
当
額
に
加
え
、
調
理
費
相
当
額
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
と

し
、
平
成
28
年
度
か
ら
１
食
３
６
０
円
、
平
成
30
年
度
か
ら
１

食
４
６
０
円
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
。

○　

た
だ
し
、低
所
得
者
は
引
上
げ
を
行
わ
な
い
。
難
病
患
者
、

小
児
慢
性
特
定
疾
病
患
者
は
現
在
の
負
担
額
を
据
え
置
く
。

　

②　

紹
介
状
な
し
で
大
病
院
を
受
診
す
る
場
合
等
の
定
額
負

　
　

担
の
導
入

○　

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
基
本
は
守
り
つ
つ
、
外
来
の
機
能
分
化

を
進
め
る
観
点
か
ら
、
平
成
28
年
度
か
ら
紹
介
状
な
し
で
特
定
機

能
病
院
及
び
５
０
０
床
以
上
の
病
院
を
受
診
す
る
場
合
等
に
は
、

選
定
療
養
と
し
て
、
初
診
時
又
は
再
診
時
に
原
則
的
に
定
額
負

担
を
患
者
に
求
め
る
こ
と
と
す
る
。
定
額
負
担
の
額
は
、
例
え
ば

５
０
０
０
円
～
１
万
円
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
検
討
す
る
。

　

③　

所
得
水
準
の
高
い
国
保
組
合
の
国
庫
補
助
の
見
直
し

○　

所
得
水
準
の
高
い
国
保
組
合
の
国
庫
補
助
に
つ
い
て
、
負

担
能
力
に
応
じ
た
負
担
と
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
28
年
度
か
ら

５
年
か
け
て
段
階
的
に
見
直
す
こ
と
と
し
、
所
得
水
準
に
応
じ

て
13
％
か
ら
32
％
の
補
助
率
と
す
る
。

○　

具
体
的
に
は
、
所
得
水
準
が
１
５
０
万
円
未
満
の
組
合
に

は
32
％
の
定
率
補
助
を
維
持
し
、
１
５
０
万
円
以
上
の
組
合
に

つ
い
て
は
所
得
水
準
に
応
じ
て
引
き
下
げ
、
２
４
０
万
円
以
上

の
組
合
に
つ
い
て
は
13
％
と
す
る
。

○　

ま
た
、
所
得
水
準
の
低
い
国
保
組
合
の
国
庫
補
助
に
は
影

響
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
調
整
補
助
金
の
総
額
を
医

療
給
付
費
等
の
15
・
４
％
ま
で
段
階
的
に
増
額
す
る
。

　

④　

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例
（
予
算
措
置
）
の
見

　
　

直
し

○　

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例
（
予
算
措
置
）
に
つ
い

て
は
、
特
例
と
し
て
実
施
し
て
か
ら
７
年
が
経
過
す
る
中
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
に
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
者
は
所
得
水
準
に
か
か
わ
ら
ず
軽
減
特
例
の
対
象
と
な

る
ほ
か
、
国
保
で
の
軽
減
割
合
は
最
大
７
割
と
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
不
公
平
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○　

こ
の
た
め
、
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例
（
予
算
措

置
）に
つ
い
て
は
、段
階
的
に
縮
小
す
る
。
そ
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険
料
軽
減
の
拡
充
や
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
と
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
低
所
得
者
に
配
慮
し
つ
つ
、
平
成
29
年
度
か
ら
原
則
的
に
本

則
に
戻
す
と
と
も
に
、急
激
な
負
担
増
と
な
る
者
に
つ
い
て
は
、

き
め
細
か
な
激
変
緩
和
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。
激
変
緩

和
措
置
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
結
論
を

得
る
。

　

⑤　

標
準
報
酬
月
額
の
上
限
額
の
見
直
し
等

○　

健
康
保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
標

準
報
酬
月
額
に
３
等
級
追
加
し
、
上
限
額
を
１
２
１
万
円
か
ら

１
３
９
万
円
に
引
き
上
げ
る
。併
せ
て
標
準
賞
与
額
に
つ
い
て
も
、

年
間
上
限
額
を
５
４
０
万
円
か
ら
５
７
３
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

○　

健
康
保
険
の
一
般
保
険
料
率
の
上
限
に
つ
い
て
、
平
成
28

年
度
か
ら
13
％
に
引
き
上
げ
る
。
ま
た
、
船
員
保
険
の
保
険
料

率
の
上
限
も
、
同
様
に
13
％
に
引
き
上
げ
る
。

○　

国
保
の
保
険
料
（
税
）
の
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
、
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
、
平
成
27
年
度
は
４
万
円
引
き
上

げ
る
。

７
．
患
者
申
出
療
養
（
仮
称
）
の
創
設

○　

困
難
な
病
気
と
闘
う
患
者
の
国
内
未
承
認
薬
等
を
迅
速
に

保
険
外
併
用
療
養
と
し
て
使
用
し
た
い
と
い
う
思
い
に
応
え
る

た
め
、
患
者
か
ら
の
申
出
を
起
点
と
す
る
新
た
な
保
険
外
併
用

療
養
の
仕
組
み
と
し
て
患
者
申
出
療
養
（
仮
称
）
を
創
設
し
、

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

８
．
今
後
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
べ
き
事
項

○　

今
後
、
引
き
続
き
、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
化
と
持
続
可

能
性
の
確
保
等
に
向
け
た
施
策
の
あ
り
方
（
国
保
の
安
定
的
な

運
営
の
確
保
、
医
療
費
適
正
化
、
保
険
給
付
の
範
囲
、
患
者
負

担
に
つ
い
て
年
齢
に
関
わ
り
な
く
更
に
負
担
能
力
に
応
じ
た
負

担
と
す
る
こ
と
な
ど
）
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。


